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整すれば世界各地で使える。周りの目盛で高度も測定できる。レギオモンタヌス（16 世紀）

はドイツの数学者で三角関数の方法で功績をのこしている。この日時計はその理論に基づ

くものである。（北緯 40 度、9月 1日に合わせてある）」と書かれている。 

今回収蔵した日時計の中で、「錘（おもり）」がついたものは写真 16 の垂直日時計と思え

るものが 1 個あるのみだが、それにはのぞき穴というものは見当たらない。またのぞき穴

にあたるものがある日時計も見当たらない。 

日時計は多種のものが考えられており、ここに収蔵したものでも、 

１）水平日時計 4 個（ペンダント型日時計も水平日時計の仲間と思われる） 

２）赤道環型日時計 3 個 

３）アナレマティックダイアルの仲間の日時計 3 個 

４）タブレット型日時計 2 個 

５）垂直日時計（今回入手のものがこれかは不明） 2 個 

６）キュービック型日時計 1 個 

７）シリンダー型日時計 1 個 

８）レギオモンタヌスの日時計（今回入手のものがこれに相当するかは不明） 1 個 

これだけの種類がある。日時計は奥が深く、一つずつ考察すればそれぞれに論文が書け

るほどに思われる。今回の収蔵の中でも取り上げてみたいものもある。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


